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論点１：水素供給の視点からの国内メタネーションの類型

⚫合成メタンは水素利用の一形態であり、国内メタネーションは水素需要の一つ。

⚫このため、国内メタネーションに必要となる水素供給量を把握するとともに、国内メタネー
ションのための水素供給のあり方について検討し、水素拠点形成の検討やカーボン
ニュートラルコンビナート、カーボンニュートラルポートの検討との連携を図る必要あり。

⚫ 特に、臨海部の水素拠点等で行われる国内メタネーションについては、鉄鋼、化学、セ
メント、ガス火力発電との連携が想定。今後、水素の供給・利用やインフラ整備が、国、
都道府県、複数の事業者の連携の下で推進されることが見込まれる。

⚫一方、臨海部の水素拠点等から離れた内陸部の工業団地や工場で行われる国内メタ
ネーションについては、水素（又は再エネ電気）の供給確保が課題。

臨海型国内メタネーション 内陸型国内メタネーション

イメージ 多産業集積型？ 地域再エネ生産型？

関連する取組 水素拠点形成
CNコンビナート、CNポート

想定される
合成メタン利用者

鉄鋼、セメント、ガス火力発電所 内陸の工業団地、工場

水素供給 副生水素や輸入水素を水素専用
の導管で供給？

地域再エネの利用？
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事業例：Jupiter1000プロジェクト（仏）

写真出典： McPhy HP https://mcphy.com/en/press-releases/grtgaz-selects-mcphy-energy-for-the-jupiter-1000-project/

プロジェクト概要

開始 2018年

事業主体 GRTGaz, McPhy等

場所 フランス

メタン製造能力 25Nm3/h

CO2源 工場排ガス

H2製造 アルカリ水電解、
固体高分子型水電解

•Engie社（旧ガスドフランス）のグループ会社GRTgazが、メタネーションの産
業用実証：Jupiter1000を2018年に開始。
•再エネ電力1,000kWを用いて水素を製造し、その水素と工業地帯などで発生
するCO2を用いてメタネーションを行う。
•2020年2月：電解槽が完成、まずは水素のままガスグリッドへ注入※。
•2022年5月：仏のコンテナ輸送会社CMA CGM社が「e-methane」を船舶燃料
として検討するためにJupiter100へ参画※。
•2022年6月：メタネーション装置が完成し、「e-methane」をガスグリッドへ
注入予定※。 ※参照先 https://www.cma-cgm.com/news/4089/cma-cgm-becomes-partner-to-the-jupiter-1000-project-

france-s-first-industrial-demonstrator-of-hydrogen-and-e-methane-s-production-piloted-by-grtgaz
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【参考】仏・Jupiter1000のプロジェクト実施体制

⚫ 本プロジェクトには、仏ガス輸送ネットワークの運営者であるGRTgazが中心となり、送電事業者、
再エネや水素関係企業等も参画(詳細は以下実施体制図を参照)。公的支援として、EU、フラン
ス等が共同で資金提供。

出所：Jupiter1000ウェブサイト等より資源エネルギー庁作成 8



9

Jupiter1000における水素とCO2の供給

⚫ 水素やCO2の供給に関わるMcPhy社及びLeroux＆Lotz technologies社(LLT
社) の概要及び本プロジェクトにおける取組内容は以下のとおり。

McPhy社： 産業およびエネルギー市場向けの水素によるソリューションを開発する仏
企業。水電解により水素を生成し、柔軟な生産、保管、配送設備を設
計・製造。本プロジェクトでは、同社が供給する出力1MWの水電解装置
を用いて、100％再エネからグリーン水素を生成。

LLT社 ： 燃焼・ガス化システムを備えた水管ボイラーシステムの設計や供給等を行
う仏企業。本プロジェクトでは、同社がCO2回収技術を提供。近隣の製
鋼工場であるAsco Industrieのボイラーで生成されたCO2が回収さ
れ、パイプラインで輸送。

出所： McPhy社ウェブサイト

出所： The Maritime Executiveより資源エネルギー庁作成
https://www.maritime-executive.com/article/cma-cgm-
joins-hydrogen-demonstration-to-accelerate-bio-fuels

(CO2回収に関する関連報道)

https://www.maritime-executive.com/article/cma-cgm-joins-hydrogen-demonstration-to-accelerate-bio-fuels


【参考】諸外国の事例(仏：Jupiter1000② スケジュール)

⚫ 本プロジェクトの実施を踏まえて、将来的な設備大型化のための技術的基準等を確認。

⚫ 2050年までに、このPower to Gasシステムにより毎年12億㎥(電力換算15TWh) を超え
るガスの生産を可能にする予定。

出所：Jupiter1000ウェブサイト等より資源エネルギー庁作成

プロジェクトの定義(一般的な設計)

建設許可

現場での設備の搬送

メタネーション試運転

アルカリ型水電解の試運転

PEM型水電解の試運転

試験終了

(スケジュール)
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論点２：国内メタネーションの事業者連携の方向性

⚫ 国内メタネーションは、国際的なCO2カウントの問題が無いため、合成メタンの速やかな社会実装に
よる天然ガス利用の削減や燃料転換によるCO2排出削減が期待される。

⚫ 国内メタネーションの内、CO2の排出と合成メタンの利用が同一の事業者に閉じるケースや、 CO2
の排出と合成メタンの利用が特定少数の事業者に閉じるケースについては、①事業者による具体
的な実証等の取組が重要では無いか、また②既存制度等の活用に向けて、関係事業者による
合成メタン利用の方法論の検討が有益ではないか。

H2

メタネーション

CO2
CO2

メタネーション

H2

CO2の排出と合成メタンの利用が
同一の事業者に閉じるケース

CO2の排出と合成メタンの利用が
特定少数の事業者に閉じるケース
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第1回 省エネルギー・新エネルギー分科会 水
素政策小委員会 / 資源・燃料分科会 アンモ
ニア等脱炭素燃料政策小委員会 合同会議
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第46回 総合資源エネルギー調査会 電力・ガ
ス事業分科会 電力・ガス基本政策小委員会
資料4－1今後の火力政策について
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【参考】独・ヴィルヘルムスハーフェンにおける合成メタンによる水素輸入構想
⚫ ドイツ北海沿岸にあるヴィルヘルムスハーフェンにおいて、FSRUを利用したLNG及びグリーンガ

スの陸揚げ・国内供給を行うプロジェクトが予定されており、 Tree Energy Solutions 
(TES) 社は合成メタンをキャリアとする水素輸入を計画。

出所：TES社ウェブサイト

(TES社ヴィルヘルムスハーフェンプロジェクト概念図)
(関連報道)

出所：Bloomberg Newsより資源エネルギー庁作成
https://financialpost.com/pmn/business-pmn/how-germanys-
lng-terminals-will-morph-into-green-hydrogen-hubs

https://financialpost.com/pmn/business-pmn/how-germanys-lng-terminals-will-morph-into-green-hydrogen-hubs


【参考】Global Hydrogen Trade to Meet the 1.5℃ Climate Goal, 
PART2 Technology Review of Hydrogen Carriers, IRENA 2022

⚫ 合成メタン、メタノール、エタノール、DMEについては、水素取り出し後のCO2排出を問
題とする。加えて、合成メタンについては、輸送等に伴うメタン漏洩についても問題とする。

Methane
Another option is methane, but this presents the 
same challenges as the compounds above.
Additionally, any methane leakage that takes place 
during transfer or slip from the engine would 
increase greenhouse gas (GHG) emissions for the 
pathway.

Oxygenated products
Although oxygenated products like methanol, 
ethanol and DME could also be used, a common 
disadvantage these have is that once the hydrogen 
is extracted from the carrier, there is carbon left 
that will be released as CO2. This means that either 
carbon capture and storage (CCS) is needed at the 
importing terminal or the carbon has to be 
originally sourced from the atmosphere (either 
biogenic or via direct air capture) to avoid 
increasing net CO2 emissions.
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論点３：水素キャリアとしての合成メタンの可能性

⚫ 水素キャリアについては、現時点では、長期的にどれが優位となるかの見極めが難しい
ため、絞り込まず、競争を促しつつ、各々の技術的課題克服等を支援する方針。

⚫ 日本における水素キャリアとしての合成メタン利用については、現時点では、積極的な
実施主体は登場していないが、現在でも、輸入LNGからの水素製造は行われている。

⚫ 合成メタンは、液化水素、MCH、アンモニアに比べ、①熱量が高く、効率的な輸送が期
待できること、②既に国際的なLNGのサプライチェーンが構築されていること、③国内の
LNG受入基地が複数存在していること、④合成メタンはLNGに混合して輸送出来るた
め段階的な導入拡大が可能であること、といった利点あり。一方で、再エネ水素のキャリ
アとして考える場合、サバティエ反応では、水が生成されるという課題あり。

⚫ 水素分離後のCO2の扱いやメタン漏洩についての国際的議論への対応が必要。
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論点３：メタネーション利用分を含む将来の水素利用量の見通し

⚫ 水素利用の一形態である合成メタンの水素利用量としては、都市ガスの90％を合成メ
タンに置き換えることを念頭に、2050年時点で約1,200万トンを見込む。

1,170万トン

2,000万トン

13万トン

300万トン200万トン

2050年2030年現在

合成メタン
利用分

水素の
国内利用量
目標

足元 2030年 2050年

水素需要見込み 200万トン 200万トン 2,000万トン

水素
価格目標（N㎥）

100円程度 30円 20円以下

合成メタンの
必要水素利用量

N/A 13万トン 1,170万トン

合成メタン
価格目標（N㎥）

N/A 130～145
円/N㎥

LNG輸入価格
と同水準

水素の国内供給（需要）量・価格目標

※ 水素の体積当たりの熱量はメタンの約1/3
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※ サバティエ反応で試算


